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新
会
長
の
ご
挨
拶 

ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会
　
新
会
長
　
金
子 

秀
夫

TOPICS
ミロク会計人会

こ
の
た
び
、
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会
会
長
に
ご
推
挙
い
た
だ
き
ま
し
た
金
子 

秀
夫

で
ご
ざ
い
ま
す
。
前
任
の
平
川 

忠
雄
先
生
に
学
び
つ
つ
、
連
合
会
の
発
展
に
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

私
の
事
務
所
は
M
J
S
シ
ス
テ
ム
を
25
年
ほ
ど
前
か
ら
利
用
し
て
お
り
ま
す
が
、
私

自
身
は
連
合
会
活
動
に
参
加
で
き
ず
に
過
ご
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
た
ま
た
ま
数
年

前
、
友
人
に
誘
わ
れ
て
全
国
統
一
研
修
会
に
出
席
し
、
素
晴
ら
し
い
活
動
を
な
さ
っ

て
お
ら
れ
る
こ
と
を
知
っ
て
、
以
来
で
き
る
限
り
参
加
す
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
連
合
会
の
元
会
長
が
当
時
の
九
州
北
部
税
理
士
会
の
永
松 

繁
雄
会

長
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
、
永
松
会
長
と
は
日
本
税
理
士
会
連
合
会
副
会
長
と
し
て

ご
一
緒
し
て
い
た
時
期
が
あ
り
、
親
近
感
を
覚
え
ま
し
た
。
そ
ん
な
関
係
も
あ
っ
て
、

今
回
連
合
会
会
長
を
お
引
き
受
け
し
た
次
第
で
す
。

さ
て
、
職
業
会
計
人
を
め
ぐ
る
環
境
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
く
厳
し
さ
を
増
し
て
お

り
ま
す
。
社
会
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
よ
り
、
急
速
な
変
化
が
わ
れ
わ
れ

の
身
辺
に
も
波
及
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ご
く
最
近
の
例
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
E
U
か
ら
の
離
脱
が
国
民
投
票
に
よ
り
示
さ

れ
た
瞬
間
、
世
界
経
済
に
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
、
こ
れ
が
わ
れ
わ
れ
の
関
与
先

企
業
の
経
営
に
も
将
来
的
な
不
安
を
与
え
て
お
り
ま
す
。
も
う
少
し
長
い
ス
パ
ン
で

考
え
ま
す
と
、T
P
P
交
渉
の
中
に
あ
る
サ
ー
ビ
ス
貿
易
の
自
由
化
で
業
界
全
体
が
今

後
ど
う
揺
れ
動
く
の
か
、
予
測
さ
え
つ
き
か
ね
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
と
き
、
私
た
ち
は
自
ら
の
よ
っ
て
立
つ
基
盤
を
見
つ
め
直
し
、
足
場

を
し
っ
か
り
と
固
め
て
い
く
こ
と
が
肝
要
と
存
じ
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
わ
れ
わ
れ
の
右
足
は
中
企
業
に
置
か
れ
、
左
足
は
小
企
業
に
立
脚
し
て

お
り
ま
す
。
こ
の
中
・
小
企
業
が
日
本
の
経
済
を
下
支
え
し
、
民
間
雇
用
の
70
%
以

上
を
確
保
し
て
い
る
と
い
う
事
実
で
す
。
こ
の
基
盤
で
あ
る
中
小
企
業
の
経
営
者
に

寄
り
添
い
、
協
力
し
、
外
圧
に
も
負
け
ず
に
経
営
を
発
展
さ
せ
る
よ
き
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
、
私
た
ち
が
活
躍
す
る
こ
と
こ
そ
、
時
宜
を
得
た
社
会
的
使
命
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。

幸
い
に
し
て
わ
れ
わ
れ
は
、M
J
S

シ
ス
テ
ム
と
い
う
強
力
な
ツ
ー
ル
を
持
っ

て
い
ま
す
。
い
ま
や
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、

税
務
・
会
計
に
と
ど
ま
ら
ず
、
個
人
情

報
管
理
や
将
来
予
測
計
算
、
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
多
面
的
な
武
器

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会
は
、

M
J
S
シ
ス
テ
ム
と
い
う
こ
の
マ
ル
チ

な
武
器
を
駆
使
す
る
先
達
た
ち
の
集
合
体
で
す
。
11
の
地
域
組
織
の
力
を
結
集
し
、
5

つ
の
専
門
委
員
会
の
技
量
を
発
揮
し
て
、
全
国
の
会
員
の
ニ
ー
ズ
を
汲
み
上
げ
、
厳

し
い
環
境
に
対
処
で
き
る
事
務
所
づ
く
り
に
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
と
確
信

い
た
し
ま
す
。

特
に
本
年
度
か
ら
は
理
事
会
が
新
設
さ
れ
、
連
合
会
活
動
に
全
国
の
会
員
の
意
向

が
一
層
反
映
さ
れ
、
円
滑
な
運
営
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

ま
た
業
務
面
で
は
、「
特
定
個
人
情
報
」
が
実
務
に
適
用
さ
れ
る
元
年
で
も
あ
り
、

シ
ス
テ
ム
開
発
委
員
会
や
研
修
委
員
会
な
ど
を
中
心
に
、
ミ
ロ
ク
情
報
サ
ー
ビ
ス
の

優
位
性
を
世
に
知
ら
し
め
る
好
機
で
も
あ
り
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
そ
の
手
始
め
と
し
て
、
来
る
11
月
17
日
に
開
催
さ
れ
る
、
第
41
回
全
国
統
一

研
修
会 

四
国
大
会
i
n
松
山
が
大
成
功
と
な
る
よ
う
、
皆
様
と
共
に
頑
張
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
株
式
会
社
ミ
ロ
ク
情
報
サ
ー
ビ
ス
と
の
強
固
な
連
携
を
す

す
め
る
こ
と
を
第
一
と
し
つ
つ
、
各
地
の
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
の
特
色
を
生
か
し
な
が

ら
、
会
員
事
務
所
の
経
営
基
盤
の
強
化
が
実
現
で
き
る
よ
う
、
連
合
会
が
連
帯
の
要

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

末
尾
と
な
り
ま
す
が
、
会
員
皆
様
の
事
業
の
ご
発
展
な
ら
び
に
ご
健
勝
、
加
え
て

株
式
会
社
ミ
ロ
ク
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
ご
清
栄
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
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退
任
の
ご
挨
拶

ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会

前
会
長
　
平
川 

忠
雄

本
年
度
税
制
改
正
の
動
向
は
、
2
年

半
年
後
の
消
費
税
率
改
定
時
を
目
指
し

た
多
岐
多
様
な
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

会
員
の
先
生
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は

日
々
の
税
制
対
応
と
納
税
者
関
与
先
の

ご
繁
栄
な
ど
へ
の
ご
指
導
な
ど
ご
多
用

な
日
々
を
送
ら
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ

と
と
存
じ
ま
す
。

こ
の
た
び
の
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合

会
の
会
合
に
お
き
ま
し
て
、
会
長
を
退

任
い
た
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
思
い

起
こ
せ
ば
、
平
成
20
年
7
月
、
連
合
会

会
長
に
就
任
い
た
し
8
年
間
に
わ
た
り

会
員
の
先
生
方
の
ご
協
力
に
よ
り
会
務

を
全
う
で
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
い

た
し
ま
す
。

と
り
わ
け
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
の
各
単

位
会
会
長
の
先
生
方
、
ま
た
5
委
員
会

の
委
員
長
お
よ
び
委
員
の
先
生
方
へ
深

く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
事
務
局

担
当
の
ミ
ロ
ク
情
報
サ
ー
ビ
ス
社
員
の

メ
ン
バ
ー
の
方
々
、
人
的
・
物
的
な
ご

協
力
を
長
く
記
憶
す
る
所
存
で
す
。

7
月
初
旬
、「
平
成
28
年
度
税
制
改

正
セ
ミ
ナ
ー
講
師
」
を
名
古
屋
税
理
士

会
館
に
て
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
帰
途
に
名
古
屋
駅
よ
り
J
R

に
乗
り
ま
し
て
、
新
業
務
へ
の
努
力
を

誓
う
た
め
、
伊
勢
皇
大
神
宮
に
ご
参
拝

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
新
緑
の
森
林
と

五
十
鈴
川
の
清
流
が
日
本
の
原
点
を
思

い
起
こ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
近
隣
の
商

店
街
に
は
参
拝
を
済
ま
せ
た
各
地
の

方
々
が
競
っ
て
食
べ
物
を
食
し
土
産
物

を
購
入
す
る
な
ど
、
聖
地
に
お
け
る
経

済
活
性
化
が
印
象
的
で
し
た
。

ミ
ロ
ク
会
計
人
会
の
会
務
の
一
助
に

参
加
し
て
い
た
立
場
に
お
い
て
、
本
体

の
「
株
式
会
社
ミ
ロ
ク
情
報
サ
ー
ビ
ス
」

が
現
在
の
株
価
の
よ
う
に
さ
ら
な
る
発

展
を
遂
げ
る
こ
と
を
祈
念
し
、
併
せ
て

協
力
組
織
で
あ
る
「
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
」

の
充
実
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
感
謝

の
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

※本特典の対象サービスは、「ミリョク! ホームページ作成サービスStandard」と「ミリョク！ホームページ作成サービスPremium」です。
「ミリョク! ホームページ作成サービスLite」は対象外です。また、バナーとはマークを押すだけでサイトにリンクする看板広告です

ミ
ロ
ク
会
計
人
会 

入
会
の
ご
案
内

ミ
ロ
ク
会
計
人
会
は
、
ミ
ロ
ク
情
報
サ

ー
ビ
ス
（
以
下
、M
J
S
）
の
シ
ス
テ
ム

を
ご
利
用
の
税
理
士
・
公
認
会
計
士
の
先

生
方
で
組
織
さ
れ
た
職
業
会
計
人
の
任
意

団
体
で
す
。
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会
に

は
全
国
11
の
単
位
会
と
5
つ
の
委
員
会
が

組
織
さ
れ
て
お
り
、
職
業
会
計
人
の
社
会

的
地
位
の
向
上
と
そ
の
顧
問
先
企
業
の
発

展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
活
動
方
針
と
し
て

い
ま
す
。

本
会
に
入
会
さ
れ
る
と
、
以
下
の
特
典

が
あ
り
ま
す
。

⑴　

M
J
S
税
経
シ
ス
テ
ム
研
究
所
・
客

員
研
究
員
な
ど
の
講
師
に
よ
る
認
定

研
修
会
な
ど
の
無
償
も
し
く
は
会
員

特
別
料
金
で
の
受
講
サ
ー
ビ
ス

⑵　

M
J
S
シ
ス
テ
ム
や
税
法
な
ど
に
関

す
る
実
務
的
な
研
修
サ
ー
ビ
ス　

⑶　

ミ
ロ
ク
会
計
人
会
の
シ
ス
テ
ム
開
発

委
員
会
を
通
し
て
、M
J
S
へ
シ
ス

テ
ム
要
望
や
提
言
な
ど
を
提
示
で
き

る

⑷　

ミ
ロ
ク
会
計
人
会
紹
介
手
数
料
制
度

を
通
し
、M
J
S
と
と
も
に
顧
問
先

の
経
営
支
援
が
で
き
る

⑸　

ミ
ロ
ク
会
計
人
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

『
会
員
の
部
屋
』
に
ア
ク
セ
ス
し
、

事
務
所
経
営
な
ど
に
役
立
つ
情
報
満

載
の
委
員
会
の
成
果
物
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
や
会
員
限
定
で
利
用
で
き
る
掲
示

板
を
使
い
、
会
員
同
士
の
情
報
交
換

が
可
能
に
な
る

⑹　
「
M
J
S
の
ミ
リ
ョ
ク
! 

ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
作
成
サ
ー
ビ
ス
」
を
利
用
し
、

さ
ら
に
本
会
と
M
J
S
の
バ
ナ
ー
を

自
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
貼
っ
て
い

た
だ
く
と
M

－

m
a
r
t（
M
J
S

の
サ
プ
ラ
イ
商
品
購
入
サ
イ
ト
）
で

ご
利
用
い
た
だ
け
る
M

－

m
a
r
t

ポ
イ
ン
ト
を
毎
月
2
0
0
0
円
分
も

ら
え
る
※

⑺　

業
務
提
携
先
で
あ
る
エ
ヌ
エ
ヌ
（
旧

ア
イ
エ
ヌ
ジ
ー
）
生
命
保
険
株
式
会

社
よ
り
M
J
S
会
計
ソ
フ
ト
の
財
務

デ
ー
タ
と
連
動
し
て
、
簡
単
に
顧
問

先
様
の
リ
ス
ク
分
析
が
で
き
る
「
リ

ス
ク
分
析
ソ
フ
ト
」
を
ご
希
望
者
に

無
償
で
提
供
し
て
も
ら
え
る

⑻　

同
じ
M
J
S
の
シ
ス
テ
ム
を
使
う
会

計
事
務
所
同
士
の
情
報
交
換
・
人
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
、
拡
大
で
き

る
入
会
を
ご
希
望
の
方
、
ま
た
は
本
会

に
つ
い
て
も
っ
と
詳
し
く
お
知
り
に
な

り
た
い
方
は
、
本
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w
w
.m

irokukai.ne.jp/

）

を
ご
覧
に
な
る
か
、M
J
S
各
支
社
・
営

業
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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お
接
待
の
心
を“
力
”に
か
え
て
! 

～
世
界
へ
～

四
国
八
十
八
箇
所
お
遍
路
さ
ん
の
お
接
待
の
心
発
祥
の
地
で
、

地
域
活
性
化
の
キ
ー
と
な
る
発
想
力
豊
か
な
知
見
者
が
集
結
！

■
日
程

　
平
成
28
年

11
月
17
日（
木
）

■
会
場

　
松
山
全
日
空
ホ
テ
ル

時
間
：
午
後
1
時
45
分
〜
午
後
4
時

会
場
：
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ボ
ー
ル
ル
ー
ム（
本
館
4
階
）

講
師
：
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
タ
バ
ー
バ
ラ
校 

材
料
物
性
工
学
科 

教
授

　

中な
か
む
ら村 

修し
ゅ
う
じ二 

氏

〒
7
9
0–

8
5
2
0
愛
媛
県
松
山
市
一
番
町
3–

2–

1

T
E
L
：
0
8
9–
9
3
3–

5
5
1
1

■
受
付
／
午
後
0
時
30
分
～
午
後
1
時
45
分

■
式
典・基
調
講
演
／
午
後
1
時
45
分
～
午
後
4
時
00
分

■
第
1・2・3
分
科
会
／
午
後
4
時
30
分
～
午
後
6
時
00
分

■
懇
親
パ
ー
テ
ィ
／
午
後
6
時
30
分
～
午
後
8
時
30
分

■
郷
土
物
産
展
／
午
後
0
時
30
分
～
午
後
7
時
00
分

主
催
：
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会

担
当
：
四
国
ミ
ロ
ク
会
計
人
会

協
賛
：
株
式
会
社
ミ
ロ
ク
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

日
本
で
初
と
な
る「
マ
イ
ナ
ス
金
利
」が
導
入
さ
れ
、行
き
過
ぎ
た
原
油
安
が
是
正
さ
れ
る
な
ど
よ
う
や
く
安
定
の
兆
し
が
見
え
始
め
た
世

界
経
済
。し
か
し
、政
策
の
効
果
が
未
知
数
で
あ
る
と
い
う
意
見
が
根
強
い
の
も
事
実
で
す
。資
本
主
義
経
済
に
き
し
み
が
見
え
始
め
世
界

が
混
沌
と
し
つ
つ
あ
る
今
こ
そ
、高
い
価
値
観
と
専
門
知
識
を
持
つ
職
業
会
計
人
は
何
を
な
す
べ
き
か
、将
来
ど
の
よ
う
に
世
界
が
動
く
の
か

を
見
極
め
る
必
要
性
が
増
大
し
て
い
ま
す
。一
つ
の
形
を
持
た
ず
変
化
し
続
け
る
世
界
情
勢
を
正
確
に
把
握
し
、皆
様
に
最
新
の
情
報
や
知

識
、技
術
を
提
供
し
開
催
し
て
ま
い
り
ま
し
た
全
国
統
一研
修
会
。41
回
目
の
今
回
は
、日
本
の
会
計
事
務
所
が
必
要
と
さ
れ
る「
高
度
な
税

務
の
専
門
性
」お
よ
び「
会
計
で
企
業
を
強
く
す
る
」た
め
の
知
見
や
テ
ク
ニッ
ク
、テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
中
心
に
研
修
を
行
い
ま
す
。基
調
講
演
に

は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
タ
バ
ー
バ
ラ
校
材
料
物
性
工
学
科
教
授
で
あ
り
、高
輝
度
青
色
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
の
発
明
、開
発
で
ノ
ー
ベ
ル
賞

を
受
賞
さ
れ
た
中
村
修
二
氏
を
お
招
き
し
、「
青
色
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
の
発
明
を
振
り
返
っ
て
」と
題
し
興
味
深
い
お
話
を
披
露
い
た
だ
き
ま

す
。私
た
ち
会
計
人
の
企
業
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
精
神
は
、八
十
八
箇
所
を
巡
礼
す
る
お
遍
路
さ
ん
を
お
接
待
す
る
心
に
通
じ
る
と
考
え
ま
す
。

お
接
待
発
祥
の
地
で
あ
る
四
国
か
ら
全
国
に
向
け
、そ
の
心
を
原
動
力
と
し
て
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
の
活
性
化
と
会
員
事
務
所
お
よ
び
関
与

先
企
業
の
発
展
に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま
す
。全
国
統
一研
修
会
に
、皆
様
の
多
数
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

式典・基調講演
定員／ 800名

参加費無料

●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
5
4
年
、愛
媛
県
生
ま
れ
。79
年
に
徳
島
大
学
工
学
修
士
課
程
を
修
了
後
、日
亜
化
学
工

業（
株
）に
入
社
。92
年
、青
色
に
光
る
イ
ン
ジ
ュ
ー
ム
ガ
リ
ュ
ー
ム
窒
素（
I
n
G
a
N
）の

結
晶
成
長
に
世
界
で
初
め
て
成
功
し
、そ
の
翌
年
に
は
I
n
G
a
N
を
発
光
層
と
す
る
ダ
ブ

ル
ヘ
テ
ロ
構
造
高
効
率
青
色
L
E
D（
青
色
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
）を
世
界
で
初
め
て
開
発
、製

品
化
し
た
。そ
の
後
、95
年
に
世
界
で
初
め
て
、青
紫
色
半
導
体
レ
ー
ザ
ー
の
パ
ル
ス
発
振
に

成
功
し
、世
界
で
初
め
て
同
レ
ー
ザ
ー
の
製
品
化
を
果
た
す
。製
品
化
さ
れ
た
L
E
D 

は
、小

型
、長
寿
命
、高
効
率
、環
境
に
優
し
い
な
ど
の
特
長
が
あ
り
、現
在
、屋
外
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
、各
種
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
バ
ッ
ク
ラ
イ
ト
、車
載
用
照
明
、屋
内
外
照
明
な
ど
に
広
く
利
用

さ
れ
て
お
り
、青
紫
色
半
導
体
レ
ー
ザ
ー
は
、高
密
度
記
録
が
可
能
な
ブ
ル
ー
レ
イ
デ
ィ
ス
ク

な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。99
年
に
日
亜
化
学
工
業
を
退
社
し
、2
0
0
0
年
か
ら
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
大
学
材
料
物
性
工
学
部
教
授
に
就
任
。14
年
に
は
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
。

●
主
な
受
賞
歴

仁
科
記
念
賞（
1
9
9
6
年
）、英
国
ラ
ン
ク
賞（
1
9
9
8
年
）、 

ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
メ
ダ
ル
工
学
賞（
2
0
0
2
年
）、フ
ィ
ン

ラ
ン
ド 

ミ
レ
ニ
ア
ム
技
術
賞（
2
0
0
6
年
）、ア
ス
ト
ゥ
リ
ア
ス
皇
太
子
賞（
ス
ペ
イ
ン
皇
太
子
賞
） （
2
0
0
8
年
）、ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞

（
2
0
1
4
年
）、チ
ャ
ー
ル
ズ
ス
タ
ー
ク
ド
レ
イ
パ
ー
賞（
2
0
1
5
年
）、全
米
発
明
家
殿
堂（
2
0
1
5
年
）、ロ
シ
ア
グ
ロ
ー
バ
ル
エ
ネ
ル

ギ
ー
賞（
2
0
1
5
年
）
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第 1分科会第 2分科会第 3分科会
定員／ 300名　参加費無料定員／ 260名　参加費無料定員／ 170名　参加費無料

時
間
：
午
後
4
時
30
分
〜 

午
後
6
時
00
分

会
場
：
エ
メ
ラ
ル
ド
ル
ー
ム（
南
館
4
階
） 　

企
画
・
運
営
／
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会
・
研
修
委
員
会

講
師
：
株
式
会
社
実
務
経
営
サ
ー
ビ
ス 

代
表
取
締
役 

　
中な

か

い井 

誠ま
こ
と 

氏

時
間
：
午
後
4
時
30
分
〜
午
後
6
時
00
分

会
場
：
サ
フ
ァ
イ
ア
ル
ー
ム（
南
館
2
階
）

講
師
：
徳
武
産
業
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
会
長

　
十そ

ご

う河 

孝た

か

お男 

氏

時
間
：
午
後
4
時
30
分
〜
午
後
6
時
00
分

会
場
：
ル
ビ
ー
ル
ー
ム（
本
館
4
階
）

講
師
：
松
山
市
立
子
規
記
念
博
物
館 

館
長 

　
竹た

け

だ田 

美み

き喜 
氏

●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
の
シ
ス
テ
ム
情
報
機
器
部
門
の
統
括
部
長
を
経
て
、1
9
9
9
年
、会
計
事
務
所
と
そ
の
先
の
中
小
企
業
の
永
続
と
繁
栄
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

（
株
）実
務
経
営
サ
ー
ビ
ス
を
設
立
。全
国
の
先
進
的
な
経
営
を
目
指
す
会
計
事
務
所
を
対
象
と
し
、さ
ま
ざ
ま
な
情
報
提
供
や「
事
務
所
経
営
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」を
開
始
し
、17
年

間
で
3
5
0
0
を
超
え
る
会
計
事
務
所
を
訪
問
し
て
い
る
。ま
た
、創
業
と
同
時
に
職
業
会
計
人
の
成
長
と
発
展
を
目
指
す「
実
務
経
営
研
究
会
」を
立
ち
上
げ
、現
在
、全
国
約

1
4
0
0
の
会
計
事
務
所
が
参
加
し
、年
間
1
3
0
回
を
超
え
る
セ
ミ
ナ
ー・
勉
強
会
を
開
催
し
て
い
る
。さ
ら
に
、全
国
の
会
計
事
務
所
所
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
事
務
所
経
営
に
役
立

つ
情
報
が
満
載
の「
月
刊
実
務
経
営
ニュ
ー
ス
」は
99
年
4
月
に
創
刊
以
来
、ひ
と
月
も
欠
か
さ
ず
発
行
し
続
け
、通
算
2
0
0
号
を
超
え
、業
界
唯
一の
月
刊
情
報
誌
と
し
て
高
い
評
価

を
得
て
い
る
。

●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
4
7
年
、香
川
県
木
田
郡
三
木
町
生
ま
れ
。84
年
、香
川
相
互
銀
行（
現
香
川
銀
行
）、縫
製
メ
ー
カ
ー
を
経
て
徳
武
産
業

（
株
）へ
入
社
し
、代
表
取
締
役
社
長
に
就
任
。95
年
に「
あ
ゆ
み
シ
ュ
ー
ズ
」を
発
売
し
、高
齢
者
向
け
の
ケ
ア
シ
ュ
ー
ズ
の
製
造

販
売
を
メ
イ
ン
に
成
長
を
続
け
る
。本
年
2
月
現
在
、販
売
累
計
1
0
0
0
万
足
を
達
成
。2
0
1
1
年
に
藍
綬
褒
章
受
章
。

12
年
に
は
、四
国
で
い
ち
ば
ん
大
切
に
し
た
い
会
社
大
賞「
四
国
経
済
産
業
局
長
賞
」、日
本
で
い
ち
ば
ん
大
切
に
し
た
い
会
社
大
賞

「
審
査
委
員
会
特
別
賞
」を
相
次
い
で
受
賞
。13
年
、グ
ッ
ド
カ
ン
パ
ニ
ー
大
賞「
特
別
賞
」受
賞
。15
年
8
月
、代
表
取
締
役
会
長

に
就
任
。

●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
4
6
年
、愛
媛
県
生
ま
れ
。72
年
に
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
を
修
了
し
、75
年
か
ら
2
0
0
6
年
ま
で
私
立
済
美
高
等

学
校
、済
美
平
成
中
等
教
育
学
校
で
教
諭
を
務
め
る
。そ
の
間
、85
年
か
ら
00
年
ま
で
愛
媛
大
学
に
て
非
常
勤
講
師
を
兼
職
。ま

た
、05
年
4
月
か
ら
07
年
3
月
に
は
松
山
市
立
子
規
記
念
博
物
館
の
副
館
長
に
任
命
さ
れ
、07
年
4
月
よ
り
同
館
長
と
な
る
。

受
賞
歴
・
著
書
／
2
0
1
1
年
、『
竹
田
美
喜
の
万
葉
恋
語
り
』（
創
風
社
出
版
）で
愛
媛
出
版
文
化
賞
受
賞
、『
愛
媛
文
学
叢

書
5
愛
媛
文
学
手
鏡
』（
共
著
、青
葉
図
書
）、『「
な
じ
み
集
」複
製
版
解
説
』（
松
山
市
立
子
規
記
念
博
物
館
）、『「
な
じ
み
集
」

翻
刻
版
』（
松
山
市
立
子
規
記
念
博
物
館
）な
ど
。

●
3
日
間
旅
行
コ
ー
ス

日
程
／
平
成
28
年
11
月
18
日（
金
）

　
　
　
～
20
日（
日
）

●
1
日
旅
行
コ
ー
ス

日
程
／
平
成
28
年
11
月
18
日（
金
）

日
程
／
平
成
28
年
11
月
18
日（
金
）

会
場
／
愛
媛
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

〒
7
9
1–

3
3
4
1

愛
媛
県
喜
多
郡
内
子
町
論
田
9
5
0

※
定
員
20
組
80
名

日
程
／
平
成
28
年
11
月
17
日（
木
）　

　
　
　
午
後
0
時
30
分
～
午
後
7
時

会
場
／
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ボ
ー
ル
ル
ー
ム
横 

特
設
会
場（
本
館
4
階
）

懇
親
ゴ
ル
フ
大
会

第
4
回
郷
土
物
産
展

記
念
旅
行
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日
時
　
平
成
28
年
7
月
25
日（
月
）

会
場
　
株
式
会
社
ミ
ロ
ク
情
報
サ
ー
ビ
ス 

「
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
」

議
題

第
1
号
議
案
　
新
任
副
会
長
お
よ
び
理
事
承
認
の
件

第
2
号
議
案
　
第
40
期
事
業
報
告
承
認
の
件

第
3
号
議
案
　
第
40
期
収
支
決
算
承
認
の
件

監
査
報
告

第
4
号
議
案
　
第
41
期
事
業
計
画（
案
）承
認
の
件

第
5
号
議
案
　
第
41
期
収
支
予
算（
案
）承
認
の
件

第
6
号
議
案
　
役
員
改
選（
案
）承
認
の
件

第
7
号
議
案
　
顧
問
委
嘱
の
件

報
告
事
項

（
1
） 

第
41
回
全
国
統
一
研
修
会 

四
国
大
会 

in 

松
山 

開
催
進
捗
報
告

（
2
）各
単
位
会
の
状
況
報
告

（
3
）各
委
員
会
の
活
動
報
告

（
4
）M
J
S
の
現
状
報
告

（
5
）そ
の
他

連
合
会
会
則
第
二
十
二

条
三
号
に
よ
り
、
次
の

方
が
連
合
会
会
長
と
し

て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

連
合
会 

新
任
会
長

　
　
　
　
　
金
子 

秀
夫

連
合
会
会
則
第
七
条
二
項
よ
り
、
次
の
方
々
が
連
合
会

副
会
長
、
監
事
と
し
て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

連
合
会 

新
任
副
会
長

四
国
会 

新
会
長

　
　
　
　
　
木
村 

幸
博

連
合
会 

新
任
監
事

　
　
　
　
　
林 

伸
三
郎

ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会
お
よ
び
各
単
位
会
の
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

日時／平成28年7月15日（金）
会場／JRホテルクレメント高松
≪記念講演会≫
演題／人生の終いかた
講師／医療法人社団慈風会 院長

 三宅 敬二郎 氏

四 国 会

日時／平成28年7月4日（月）
会場／ホテルセントラーザ博多
≪講演会≫
演題／ダイバーシティ・社会の多様化に向けて
講師／RKB毎日放送　役員待遇　メディア事業局

 納富 昌子 氏

九 州 会

日時／平成28年6月21日（火）
会場／ザ・ナハテラス
≪記念研修会≫
演題／MJSシステムを経営指標に活かそう!
講師／公認会計士・MJS税経システム研究所専任研究員

中島 努 氏

沖 縄 会

日時／平成28年6月6日（月）
会場／名鉄ニューグランドホテル
≪記念講演会≫
演題／税制改正の動向と税理士業務の実務対応
講師／税理士法人平川会計パートナーズ総括代表社員・MJS税経シス

テム研究所特別顧問・税理士

 平川 忠雄 氏

中 部 会

日時／平成28年7月6日（水）
会場／ホテルグランヴィア大阪
≪記念研修会≫
演題／相続財産と名義財産
 ～名義預金・名義株の認定と調査～
講師／MJS税経システム研究所客員研究員・税理士

 武田 秀和 氏

近 畿 会

中 国 会

日時／平成28年7月7日（木）
会場／ホテルブリランテ武蔵野
≪記念講演会≫
演題／プロ野球を通じて学んだこと
講師／元プロ野球選手

 高木 豊 氏

関東信越会

東 京 会

日時／平成28年6月13日（月）
会場／ホテル金沢
≪記念講演会≫
演題／モータースポーツから学んだ
 マネージメント能力
講師／片山 右京 氏

北 陸 会
日時／平成28年7月8日（金）
会場／旭川グランドホテル
≪記念講演会≫
演題／世界にきらめく 道北の拠点都市へ
講師／旭川市長

 西川 将人 氏

北 海 道 会

日時／平成28年7月11日（月）
会場／江陽グランドホテル
≪研修会≫
演題／中小企業の事業承継対策
 ～会計事務所における留意点～
講師／MJS税経システム研究所顧問・弁護士

 石山 卓磨 氏

東 北 会

第
41
回
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会
定
期
総
会
報
告

単位会  
定期総会報告

日時／平成28年7月21日（木）
会場／ホテルグランヴィア岡山
≪記念講演会≫
演題／税務実践に生かす税法解釈の原理・原則

～疑問・難解な解釈問題の検証～
講師／MJS税経システム研究所顧問・税理士

 大淵 博義 氏

日時／平成28年7月1日（金）
会場／ハイアット リージェンシー 東京
≪研修会≫
演題／相続財産と名義財産
 ～名義預金・名義株の認定と調査～
講師／MJS税経システム研究所客員研究員・税理士

武田 秀和 氏
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長
野
県
上
田
市
・
長
野
市
松
代
町（

③
）。1
6
2
6
〜
28
年
（
寛
永
3

〜
5
年
）
に
か
け
て
仙
石
忠
政
に
よ

っ
て
建
て
ら
れ
た
、
上
田
城
の
中
で

も
江
戸
時
代
か
ら
現
存
し
て
い
る
唯

一
の
建
物
で
、
普
段
は
内
部
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
今
年
12
月

28
日
ま
で
特
別
開
放
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
信
州
上
田
真
田
丸
大
河
ド

ラ
マ
館
や
眞
田
神
社
、
上
田
市
立
博

物
館
な
ど
の
関
連
施
設
が
集
ま
っ
て

い
る
ほ
か
、
上
田
城
千
本
桜
ま
つ
り
、

上
田
真
田
ま
つ
り
、
上
田
城
紅
葉
ま

つ
り
と
い
っ
た
四
季
折
々
の
イ
ベ
ン

ト
も
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
歴
史

フ
ァ
ン
の
み
な
ら
ず
、
幅
広
い
観
光

客
に
人
気
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ

て
い
ま
す
。

上
田
城
跡
公
園
の
ほ
ど
近
く
に
あ

る
芳
泉
寺
も
、
真
田
家
ゆ
か
り
の
重

要
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
押
さ
え
て
お
き

た
い
と
こ
ろ
で
す
（
④
）。
こ
こ
に

は
真
田
信
之
の
正
室
・
小
松
姫
の
墓

が
あ
り
ま
す
。
小
松
姫
は
本
多
忠
勝

の
娘
で
、
徳
川
家
康
の
養
女
と
し
て

1
5
8
6
年
（
天
正
14
年
）
に
信

之
に
嫁
ぎ
ま
し
た
。
才
色
兼
備
と
の

呼
び
声
高
く
、
家
康
が
若
い
大
名
を

列
座
さ
せ
て
婿
を
選
ば
せ
た
と
こ
ろ
、

家
康
を
前
に
し
て
恐
れ
る
大
名
が
多

い
中
、
堂
々
と
落
ち
着
い
た
所
作
の

信
之
を
見
て
、
小
松
姫
自
身
が
心
を

動
か
さ
れ
信
之
を
選
ん
だ
と
い
わ
れ

ま
す
。1
6
2
0
年
、
病
気
療
養
の

た
め
江
戸
真
田
藩
邸
か
ら
草
津
温
泉

に
向
か
う
途
中
で
倒
れ
て
亡
く
な
り
、

こ
れ
を
聞
い
た
信
之
は
「
わ
が
家
の

燈
火
が
消
え
た
」
と
悲
し
ん
だ
そ
う

で
す
。
芳
泉
寺
の
山
門
に
は
六
文
銭

と
三
つ
葉
葵
の
紋
が
入
っ
て
お
り
、

徳
川
家
と
真
田
家
と
の
関
係
を
表
し

て
い
ま
す
。

徳
川
軍
を
退
け
た
上
田
城
と

小
松
姫
が
眠
る
芳ほ

う

せ

ん

じ

泉
寺

ま
ず
真
っ
先
に
訪
れ
た
い
の
が
上

田
城
跡
公
園
。1
5
8
3
年
（
天
正

11
年
）
に
築
城
さ
れ
た
上
田
城
は
、

真
田
昌
幸
の
知
略
に
よ
り
2
度
に
わ

た
っ
て
徳
川
軍
を
撃
退
し
た
こ
と
で

有
名
で
す
。
い
ず
れ
も
寡
兵
を
も
っ

て
多
勢
を
篭ろ

う
ら
く絡

し
た
歴
史
に
残
る
見

事
な
籠
城
戦
で
、
2
度
も
の
実
戦
歴

を
持
ち
輝
か
し
い
戦
果
を
あ
げ
た
城

は
全
国
で
も
他
に
例
が
な
い
そ
う
で

す
。現

在
で
は
上
田
城
跡
公
園
と
な

っ
て
お
り
（
①
）、
南
櫓や

ぐ
ら

・
北
櫓
・

東ひ
が
し
こ
ぐ
ち

虎
口
櫓
門
（
②
）
を
は
じ
め
と
し

て
真
田
石
・
堀
・
土
塁
な
ど
、
か
つ

て
の
城
の
雄
姿
を
彷
彿
と
さ
せ
る
見

所
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
中

で
も
ぜ
ひ
見
て
お
き
た
い
の
が
西
櫓

③上田城唯一の現存遺構である西櫓
④小松姫の墓がある芳泉寺

①公園内にある上田城本丸跡
②上田城跡公園の東虎口櫓門

3 1

4 2

　

好
評
放
送
中
の
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ『
真
田
丸
』。「
日ひ

の
も
と
い
ち
の
つ
わ
も
の

本
一
之
兵
」と
う
た
わ
れ
た
真
田
信
繁

（
幸
村
）を
中
心
に
、戦
国
の
乱
世
を
た
く
ま
し
く
漕
ぎ
渡
る
真
田
家
の
変
転
が
軽
妙
に
描
か
れ
て
い

ま
す
。今
回
は
そ
ん
な
波
乱
に
満
ち
た
ド
ラ
マ
の
重
要
な
舞
台
で
あ
る
信
州
の
地
を
ご
案
内
し
ま
す
。

小林 宏  先生
小林宏税理士事務所

ご 案 内

長野県
上田市・長野市
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⑤刀屋外観
⑥定番のざるそば

⑦真田氏館跡
⑧初夏に咲き誇る真田氏館跡のツツジ

⑨生島足島神社の本殿内殿
　歌舞伎舞台には多くの古文書の写しが展示されている
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上
田
城
跡
公
園
散
策
の
後
に

寄
り
た
い
老
舗
そ
ば
屋「
刀
屋
」

上
田
城
跡
公
園
を
め
ぐ
り
歩
い
て

小
腹
が
す
い
た
ら
、
ぜ
ひ
信
州
上
田

の
名
物
で
あ
る
そ
ば
を
い
た
だ
き
ま

し
ょ
う
。
お
す
す
め
は
作
家
・
池
波

正
太
郎
氏
も
好
ん
で
通
っ
た
と
い
う

老
舗
、
庶
民
派
そ
ば
の
代
表
格
と
し

て
地
元
の
人
た
ち
に
も
親
し
ま
れ
て

い
る
「
刀
屋
」（
⑤
）。
こ
の
店
の
そ

ば
の
特
徴
は
弾
力
が
あ
っ
て
太
め
、

噛
み
ご
た
え
が
あ
り
お
い
し
い
で
す

が
、
そ
れ
以
上
に
イ
ン
パ
ク
ト
抜
群

な
の
が
、
そ
の
驚
く
ほ
ど
の
盛
り
の

多
さ
。
小
・
中
・
普
通
・
大
と
選
べ

る
中
で
、
小
が
一
般
的
な
並
程
度
の

量
と
考
え
て
も
ら
っ
て
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
試
し
に
定
番
の
ざ
る
そ
ば

（
⑥
）
の
中
を
頼
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば

そ
の
す
ご
さ
が
分
か
る
か
と
思
い
ま

す
。
そ
ば
好
き
の
方
は
ぜ
ひ
と
も
大

を
頼
ん
で
、
心
ゆ
く
ま
で
長
野
の
そ

ば
を
満
喫
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

真
田
氏
館
跡
と
武
田
・
真
田

ゆ
か
り
の
生い

く
し
ま
た
る
し
ま

島
足
島
神
社

さ
て
、
も
う
少
し
デ
ィ
ー
プ
に
上

田
市
の
真
田
氏
ゆ
か
り
の
ス
ポ
ッ
ト

を
見
て
回
り
た
い
と
い
う
方
は
、
上

田
市
の
北
東
に
位
置
す
る
真
田
氏
館

跡
（
⑦
）
に
も
行
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

こ
こ
は
真
田
氏
が
上
田
城
を
築
城
す

る
以
前
の
居
館
跡
。
現
在
は
「
御
屋

敷
公
園
」
と
い
う
形
で
整
備
さ
れ
、

ツ
ツ
ジ
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
（
⑧
）。
西
側
の
居
館
跡
、
東

側
の
歴
史
館
と
い
う
2
部
構
成
に
な

っ
て
お
り
、
歴
史
館
に
は
真
田
三
代

の
甲
冑
レ
プ
リ
カ
な
ど
が
展
示
さ
れ

て
い
る
ほ
か
、
周
辺
の
山
城
や
街
道

な
ど
に
関
す
る
資
料
も
多
数
そ
ろ
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
上
田
市
南
方
に
あ
る
生
島

足
島
神
社
（
⑨
）
も
真
田
家
の
歴
史

に
関
連
の
深
い
ス
ポ
ッ
ト
。
武
田
信

玄
を
は
じ
め
、
真
田
昌
幸
や
信
之
ら

の
尊
崇
が
篤
か
っ
た
神
社
で
す
。
主

祭
神
は
生い

く
し
ま
の
お
お
か
み

島
大
神
と
足た

る
し
ま
の
お
お
か
み

島
大
神
の
2

柱
。
生
島
大
神
は
万
物
を
生
み
育
て

生
命
力
を
与
え
る
神
、
足
島
大
神
は

国
中
を
満
ち
足
ら
し
め
る
神
と
い
い

ま
す
。
本
社
は
池
に
浮
か
ぶ
小
島
の

上
に
鎮
座
す
る
「
池
心
の
宮
」
で
、

敷
地
内
に
は
歌
舞
伎
舞
台
も
あ
り
ま

す
。
間
口
九
間
（
16
・
36
m
）、
奥

行
七
間
（
12
・
27
m
）
で
農
村
歌
舞

伎
舞
台
と
し
て
は
全
国
で
も
最
大
規

模
だ
そ
う
で
す
。
こ
の
歌
舞
伎
舞
台

に
は
、
武
田
信
玄
に
ま
つ
わ
る
さ
ま

ざ
ま
な
書
状
や
真
田
昌
幸
の
願
文
・

朱
印
状
、
部
下
の
武
将
た
ち
に
忠
誠

を
誓
っ
た
起
請
文
な
ど
、
計
94
通
の

古
文
書
の
写
し
が
展
示
さ
れ
て
い
る

の
で
、
ぜ
ひ
見
て
お
き
ま
し
ょ
う

（
⑩
）。

真
田
幸
村
公
隠
し
の
湯

ロ
ー
カ
ル
線
で
別
所
温
泉
へ

上
田
市
に
来
た
か
ら
に
は
、
上
田

駅
か
ら
ロ
ー
カ
ル
電
車
の
別
所
線
で

別
所
温
泉
へ
も
足
を
延
ば
し
た
い
で

す
ね
（
⑪
・
⑫
）。
別
所
温
泉
は
標

高
5
7
0
m
の
高
地
に
あ
り
、
信
州

最
古
と
い
わ
れ
る
温
泉
。
日や

ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

本
武
尊

が
7
カ
所
に
温
泉
を
開
き
、「
七
苦
離

の
温
泉
」
と
名
付
け
た
と
い
う
伝
説

か
ら
「
七
久
里
の
湯
」
と
も
呼
ば
れ

ま
す
。

池
波
正
太
郎
氏
の
大
河
小
説
『
真

田
太
平
記
』
に
は
、
こ
の
別
所
の
湯

が
し
ば
し
ば
登
場
し
ま
す
。
そ
の
中

で
も
、
現
在
も
3
つ
あ
る
共
同
浴
場

の
一
つ
「
石
湯
」
は
、
若
き
日
の
真

田
幸
村
と
妖
艶
な
女
忍
者
・
お
江
と

の
出
会
い
の
湯
。
劇
中
、
幸
村
が
お

江
と
結
ば
れ
る
の
が
、
こ
の
温
泉
の

白
い
湯
気
の
中
で
し
た
。
ち
な
み
に

石
湯
の
前
に
建
つ
「
真
田
幸
村
公
隠

し
の
湯
」
の
標
石
は
、
池
波
正
太
郎

10
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　のどかな田園風景の中を走る別所線
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　初代松代藩主真田信之公の霊廟
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氏
本
人
の
筆
に
よ
る
も
の
だ
そ
う
で

す
（
⑬
）。

関
ヶ
原
合
戦
以
後
の

真
田
家
存
続
の
拠
点

こ
こ
ま
で
真
田
家
の
ホ
ー
ム
タ
ウ

ン
で
あ
る
上
田
市
の
史
跡
を
紹
介
し

て
き
ま
し
た
が
、
続
い
て
関
ヶ
原
合

戦
以
後
の
真
田
家
存
続
の
拠
点
、
長

野
市
松
代
町
の
史
跡
も
見
て
み
ま
し

ょ
う
。
関
ヶ
原
合
戦
時
、
真
田
昌
幸

と
そ
の
次
男
・
幸
村
は
西
軍
に
、
長

男
・
信
之
が
東
軍
に
と
分
か
れ
て
付

く
こ
と
に
な
り
、
西
軍
は
敗
戦
。
昌

幸
と
幸
村
は
現
在
の
和
歌
山
県
の
九

度
山
に
配
流
さ
れ
、
上
田
城
は
廃
城

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
後
、
大
坂
冬
の
陣
・
夏
の
陣

で
は
、
幸
村
が
豊
臣
方
に
付
き
大
活

躍
し
た
も
の
の
家
康
の
首
に
は
届
か

ず
戦
死
。
信
之
は
父
と
弟
の
亡
き
後
、

上
田
城
の
修
築
を
目
指
し
ま
し
た
が

果
た
せ
ず
、
家
康
の
命
で
松
代
へ
転

封
、
父
祖
伝
来
の
地
を
離
れ
る
こ
と

に
。
以
後
、
信
之
が
真
田
家
存
続
の

礎
を
築
き
、
約
60
年
に
わ
た
っ
て
現

役
で
家
を
守
り
続
け
た
の
が
こ
の
松

代
な
の
で
す
。

そ
ん
な
松
代
真
田
家
の
足
跡
を
辿

る
な
ら
、
ぜ
ひ
真
田
宝
物
館
へ
。
長

野
市
が
長
野
県
松
代
高
等
学
校
の
移

転
跡
を
活
用
し
、1
9
6
9
年
（
昭

和
44
年
）
に
開
館
し
た
も
の
で
、
真

田
家
か
ら
譲
り
受
け
た
武
具
・
刀

剣
・
調
度
品
・
絵
画
・
古
文
書
な
ど

が
多
数
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
（
⑭
）。

特
に
古
文
書
は
数
万
点
に
も
及
ぶ
と

い
わ
れ
、
現
在
も
依
然
整
理
中
と
の

こ
と
。
ま
た
現
在
、
こ
の
真
田
宝
物

館
で
は
大
河
ド
ラ
マ
『
真
田
丸
』
関

連
の
特
別
企
画
展
を
開
催
中
で
す

（
12
月
12
日
ま
で
）。

宝
物
館
と
同
じ
敷
地
内
に
あ
る
真
田

邸
（
⑮
）
も
重
要
な
史
跡
で
す
。
こ

こ
は
実
は
松
代
城
跡
の
う
ち
唯
一
現

存
す
る
建
物
で
、
江
戸
時
代
末
期
に

お
け
る
邸
跡
と
し
て
の
存
在
意
義
が

大
き
い
こ
と
か
ら
国
の
史
跡
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。1
8
6
2
年
（
文

久
2
年
）
の
江
戸
幕
府
改
革
の
際
に

参
勤
交
代
制
度
が
緩
め
ら
れ
、
江
戸

住
ま
い
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
9
代
藩

主
・
真
田
幸
教
の
義
母
・
貞
松
院
が

松
代
に
帰
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
居
宅

と
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。
後

に
は
隠
居
し
た
幸
教
の
住
ま
い
と
な

り
、
明
治
維
新
後
は
真
田
家
の
別
邸

に
。
江
戸
末
期
の
御
殿
建
築
の
様
式

を
よ
く
伝
え
る
貴
重
な
建
物
で
、
座
観

式
庭
園
の
四
季
の
風
情
も
見
事
で
す
。

長
国
寺
の
信
之
公
霊
廟
を
前
に

真
田
家
の
歴
史
に
思
い
を
馳
せ
る

最
後
に
真
田
家
の
菩
提
寺
と
し
て

創
建
さ
れ
、
歴
代
松
代
藩
主
た
ち
の

墓
所
で
も
あ
っ
た
長
國
寺
を
紹
介
し

ま
し
ょ
う
。
こ
こ
に
は
真
田
一
族
ゆ

か
り
の
寺
宝
が
数
多
く
残
っ
て
い
ま

す
。1
8
7
2
年
（
明
治
5
年
）
の

大
火
で
の
焼
失
を
免
れ
た
「
初
代
松

代
藩
主
真
田
信
之
公
の
霊
廟
」（
⑯
）

は
、
往
時
の
真
田
家
の
繁
栄
を
彷
彿

と
さ
せ
る
壮
麗
な
造
り
で
、
国
の
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

関
ヶ
原
合
戦
と
大
坂
の
陣
を
経
験
し

た
戦
国
武
将
の
中
で
、
最
も
長
く
生

き
た
信
之
（
享
年
93
歳
）。
そ
の
霊

が
祀
ら
れ
た
建
物
を
前
に
す
る
と
、

戦
国
乱
世
を
生
き
抜
き
、
近
世
大
名

と
し
て
大
き
く
成
長
を
遂
げ
た
真
田

家
の
変
転
の
歴
史
が
脳
裏
を
駆
け
巡

る
よ
う
で
す
。

真
田
家
の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
上
田
か

ら
、
真
田
家
存
続
の
地
、
松
代
へ

―
。
真
田
家
ゆ
か
り
の
史
跡
め

ぐ
り
、
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

県
内
に
は
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
の
史

跡
が
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
じ

っ
く
り
真
田
家
の
足
跡
を
辿
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

11
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所在地 埼玉県さいたま市浦和区高砂2-6-5
 浦和大栄ビル2F
TEL 048-815-5550
FAX 048-815-5551
設立 1995年（法人化2006年）
職員数 24名
導入システム／ACELINK NX-Pro

ア
ル
バ
イ
ト
時
代
に
税
理
士
に
興
味

高
校
卒
業
後
、簿
記
の
専
門
学
校
へ

―
ど
の
よ
う
な
き
っ
か
け
で
税
理

士
を
目
指
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

栗
原 

靖
治
代
表
社
員
（
以
下
、
敬
称

略
）　

税
理
士
を
目
指
そ
う
と
思
っ
た

の
は
高
校
3
年
生
の
時
で
す
。
実
を

い
う
と
、
本
当
は
コ
ー
ヒ
ー
の
専
門

店
を
や
り
た
か
っ
た
ん
で
す
。
ち
ょ

う
ど
そ
の
頃
、
世
に
出
始
め
た
コ
ー

ヒ
ー
チ
ェ
ー
ン
店
で
ア
ル
バ
イ
ト
を

し
て
い
た
の
で
、
い
つ
か
は
自
分
の

店
を
持
ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
経
営
の
勉
強
を
し
た
い
と
考

え
、
税
理
士
と
い
う
職
業
を
知
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
す
。
私
が
通
っ
て

い
た
高
校
は
い
わ
ゆ
る
進
学
校
で
し

た
の
で
、
周
り
は
4
年
制
の
大
学
を

目
指
す
生
徒
が
大
半
で
し
た
が
、
私

は
そ
の
4
年
間
と
い
う
期
間
を
非
常

に
長
い
と
感
じ
、
卒
業
後
は
簿
記
の

専
門
学
校
に
通
い
始
め
ま
し
た
。

―
資
格
取
得
か
ら
独
立
ま
で
の
経

緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。　

栗
原　

専
門
学
校
を
卒
業
後
、
資
格

を
取
得
し
独
立
す
る
ま
で
都
内
で
2

つ
の
税
理
士
事
務
所
に
勤
務
し
て
い

ま
し
た
。
最
初
に
入
っ
た
事
務
所
は

と
に
か
く
忙
し
か
っ
た
で
す
。
職
員

も
実
質
私
だ
け
と
い
う
小
規
模
な
と

こ
ろ
で
、
休
み
が
取
れ
た
の
は
最
初

の
月
の
土
、
日
曜
だ
け
、
あ
と
は
朝

の
9
時
か
ら
終
電
ま
で
仕
事
と
い
う

　2006 年に税理士法人化したCS-One。代表の栗原 靖治先生は独立当初から
「税理士事務所の安定経営には組織化が不可欠」と思っていたそうです。
昨年からは事務所内の体制を一新するとともに、新たな付加価値サービスの提案準備も始めています。
栗原先生に昨今の取り組みについて伺いました。

顧客満足を第一に掲げて法人化
組織化を進め事務所の価値をさらに高める

事 務 所 訪 問

税理士法人 CS-One

埼玉県さいたま市
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感
じ
で
し
た
。
そ
こ
で
3
年
間
、
実

務
経
験
を
み
っ
ち
り
積
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

税
理
士
資
格
取
得
の
た
め
の
本
格

的
な
勉
強
を
始
め
た
の
は
23
歳
に
な

っ
て
か
ら
で
す
。
や
や
規
模
の
大
き

な
新
し
い
事
務
所
に
勤
務
し
て
、
そ

の
2
年
後
に
は
結
婚
し
て
子
ど
も
が

生
ま
れ
た
の
で
、
生
活
基
盤
を
し
っ

か
り
さ
せ
る
た
め
に
も
、
い
よ
い
よ

本
気
で
独
立
を
目
指
す
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
時
は
バ
ブ
ル
全
盛
期
、

毎
日
大
型
案
件
に
追
わ
れ
る
中
で
勉

強
す
る
の
は
か
な
り
厳
し
く
、
結
局
、

資
格
取
得
ま
で
に
は
10
年
ほ
ど
か
か

り
ま
し
た
。
資
格
取
得
の
翌
年
に
、

晴
れ
て
独
立
し
自
分
の
事
務
所
を
構

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

法
人
名
は
社
内
公
募
、投
票
で
決
定

早
期
か
ら
事
務
所
の

組
織
化
に
注
力

―
ご
自
身
の
事
務
所
を
立
ち
上
げ

る
に
当
た
っ
て
苦
労
さ
れ
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
目

標
を
立
て
ら
れ
ま
し
た
か
。

栗
原　

独
立
後
は
早
い
段
階
で
自
分

の
顧
問
先
が
増
え
て
い
っ
た
の
で
、

そ
れ
ほ
ど
苦
労
し
た
と
い
う
記
憶
は

あ
り
ま
せ
ん
。
高
校
時
代
か
ら
付
き

合
い
の
あ
っ
た
コ
ー
ヒ
ー
店
の
店
長

さ
ん
た
ち
が
次
々
と
独
立
を
し
て
い

っ
た
時
期
と
重
な
り
、
そ
う
い
っ
た

方
々
が
私
に
仕
事
を
依
頼
し
て
き
て

く
れ
た
の
で
す
。
も
と
よ
り
店
舗
経

営
に
関
し
て
は
そ
う
い
っ
た
店
長
さ

ん
の
気
持
ち
が
手
に
取
る
よ
う
に
分

か
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
早
期
に
結

果
を
出
せ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
直
前
ま
で
勤
務
し
て
い
た
事
務

所
の
顧
問
先
が
わ
ざ
わ
ざ
切
り
替
え

て
く
だ
さ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
勤
務

し
て
い
た
事
務
所
と
も
相
談
の
上
で

引
き
継
が
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
も
幸
運
な
こ
と
に
、
若
い
経

営
者
を
中
心
に
建
設
業
や
不
動
産
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
顧
問
先
を
月

に
1
件
の
ペ
ー
ス
で
獲
得
で
き
ま
し

た
。

　

比
較
的
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
私

が
考
え
た
の
は
、「
安
定
し

た
事
務
所
経
営
を
続
け
る
た

め
に
は
組
織
化
が
不
可
欠
で

あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

税
理
士
業
と
い
う
の
は
有
資

格
者
の
一
身
に
帰
す
職
業
で

あ
り
、
も
し
そ
の
身
に
何
か

あ
れ
ば
顧
問
先
は
も
と
よ
り

職
員
も
路
頭
に
迷
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
税
理
士
と
い
う

職
業
の
性
質
上
、
宿
命
で
あ

る
と
い
っ
て
し
ま
え
ば
そ
こ

ま
で
で
す
が
、
こ
れ
は
経
営

上
の
大
き
な
リ
ス
ク
と
言
わ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
私
は
早
く

か
ら
法
人
化
を
目
指
す
こ
と
に
し
た

の
で
す
。「
あ
る
日
突
然
、
私
が
い

な
く
な
っ
て
も
仕
事
が
回
る
よ
う
な

仕
組
み
を
整
え
る
」―
。
こ
れ
は

目
標
と
い
う
よ
り
、
義
務
感
に
近
か

っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

―
当
初
の
お
考
え
は
後
に
な
っ
て

法
人
化
す
る
際
、
ど
の
よ
う
に
結
実

し
ま
し
た
か
。

栗
原　

事
務
所
の
法
人
化
、
さ
ら
に

組
織
化
と
い
う
思
い
は
、
何
と
い

っ
て
も
法
人
名
で
あ
る
「
C
S

－

O
n
e
」
に
端
的
に
表
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
は
「Custom

er 

Satisfaction O
ne

」
の
略
で
あ
り
、

す
な
わ
ち
「
顧
客
満
足
が
第
一
主
義

で
あ
る
」
と
い
う
意
味
で
す
。
ち
な

み
に
、
こ
の
名
称
は
事
務
所
内
で
ス

タ
ッ
フ
か
ら
も
案
を
募
り
投
票
で
決

め
た
も
の
で
す
。
後
に
続
く
、
大
事

な
こ
と
は
な
る
べ
く
事
務
所
内
の
合

議
を
通
じ
て
決
め
て
い
こ
う
と
い
う

姿
勢
に
も
つ
な
が
る
象
徴
的
な
出
来

事
と
し
て
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
職

員
た
ち
も
き
っ
と
愛
着
を
持
っ
て
く

れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

顧
客
満
足
を
第
一
に
と
い
う
考
え

の
も
と
、
外
部
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
連

携
も
比
較
的
早
期
に
進
め
て
き
ま
し

た
。
現
在
、
事
務
所
で
は
社
会
保
険

労
務
士
、
行
政
書
士
業
務
も
行
っ
て

い
ま
す
し
、
外
部
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
弁
護
士
の
方
に
も
入
っ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
顧
問
先
の
皆
様
に
開
業

か
ら
経
営
支
援
、
社
内
労
務
管
理
や

訴
訟
対
応
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー

ズ
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
で
き
る

体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

部
門
制
で
専
門
性
と

付
加
価
値
を
追
求

業
種
別
に
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
も
検
討

―
組
織
化
に
関
連
し
て
、
現
在
の

事
務
所
運
営
で
特
徴
と
な
る
取
り
組

み
に
つ
い
て
も
教
え
て
く
だ
さ
い
。

栗
原　

ち
ょ
う
ど
昨
年
か
ら
、
事
務

所
内
を
顧
問
先
の
業
種
に
応
じ
て
①

医
業
関
係
グ
ル
ー
プ
②
飲
食
・
小

売
・
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
③
建
設
・

運
送
業
関
係
グ
ル
ー
プ
④
保
険
関
係

グ
ル
ー
プ
と
い
う
4
つ
の
部
門
に
分

割
、
再
編
成
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
業
種
に
特
化
す
る
こ
と
で
業
務
の

効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、
よ
り
付

加
価
値
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
で
す
。
各
部
門
に
は
そ
れ
ぞ

れ
幹
部
の
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
を
置

き
、
下
で
働
く
ス
タ
ッ
フ
に
は
各
業

事 務 所 訪 問
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事 務 所 訪 問

使命感を持って組織体制の整備を進める栗原 靖治先生

　高校時代のアルバイトがきっかけで税理士という職業を知

ることになった栗原先生。その道を歩み始めたのは「自分の

店を持つために経営を学びたい」という思いがあったからだそ

うですが、やがてさまざまな業種の開業や経営支援にかかわ

ることができる税理士の仕事に強く魅力を感じるようになった

といいます。その後、1994年に税理士資格取得、翌95年、

36歳の時に独立し「栗原税理士事務所」を立ち上げました。

　安定した事務所経営に向けて顧客満足を第一に掲げる

栗原先生は、事務所の組織化を進めるのに加えて「人、ハード、

お客様に投資している」と語ります。不況下でも確実にクラ

イアントを増やし続けている実績が評価され、現在は関東信

越税理士会(本会)の理事職を務められています。

税 理 士 ま で の 歩 み

種
に
お
け
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
目

指
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
で
専
門

化
、
複
雑
化
が
進
む
の
に
伴
っ
て
求

め
ら
れ
る
知
識
や
サ
ー
ビ
ス
も
多
様

化
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
医
業
関
係

で
は
消
費
税
に
関
し
て
自
由
診
療
の

み
が
対
象
と
な
る
、
建
設
や
運
輸
業

で
は
1
日
の
仕
事
が
終
わ
っ
た
後
に

業
務
報
告
書
を
出
す
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
、
ア
ル
バ
イ
ト
が
多
い
サ
ー
ビ

ス
業
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
始

ま
っ
た
こ
と
で
労
務
管
理
や
給
与
計

算
の
手
続
き
を
改
善
す
る
必
要
が
出

て
い
る
、
と
い
っ
た
よ
う
に
で
す
。

こ
う
い
っ
た
こ
と
を
従
来
の
担
当
者

が
バ
ラ
バ
ラ
に
行
う
よ
り
、
部
門
ご

と
に
一
括
管
理
し
た
ほ
う
が
い
い
の

は
明
白
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
新
体
制
で
は
ま
だ
ま

だ
足
並
み
が
そ
ろ
わ
な
い
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
部
門
ご
と

に
顧
問
先
の
も
と
に
う
か
が
っ
て
課

題
を
持
ち
帰
っ
て
く
る
人
と
、
そ
れ

を
実
際
に
処
理
す
る
人
と
の
間
で
十

分
な
情
報
共
有
が
進
ん
で
い
ま
せ

ん
。
全
体
と
し
て
の
運
用
で
み
る
と

1
0
0
点
満
点
中
、30
〜
40
点
と
い

っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
顧
問
先

へ
の
説
明
や
新
た
な
関
係
づ
く
り
に

も
も
う
少
し
時
間
が
か
か
る
で
し
ょ

う
。し

か
し
、
部
門
ご
と
の
ス
キ
ル
は

確
実
に
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。
や
が

て
必
ず
結
果
が
出
る
と
確
信
し
て
い

ま
す
し
、
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
顧

客
満
足
度
の
向
上
に
向
け
た
事
務
所

の
組
織
化
を
完
成
さ
せ
る
た
め
に
も

避
け
て
通
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

―
新
体
制
の
も
と
で
新
た
に
始
め

た
い
サ
ー
ビ
ス
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
。

栗
原　

今
後
、
提
供
し
た
い
付
加
価

値
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は
、
各

部
門
の
顧
問
先
が
自
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス

の
状
況
を
知
る
た
め
の
「
通
信
簿
」

づ
く
り
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
部

門
ご
と
に
集
計
し
た
決
算
デ
ー
タ
な

ど
を
法
人
や
個
人
と
い
っ
た
形
態
に

よ
る
条
件
の
違
い
を
加
味
し
て
独
自

に
関
数
処
理
し
て
、
経
営
者
の
方
に

一
つ
の
目
安
と
し
て
使
っ
て
い
た
だ

く
と
い
う
も
の
で
す
。
業
種
ご
と
の

平
均
点
数
を
出
し
た
り
、
図
表
に
し

て
見
え
る
化
す
れ
ば
、
ご
自
身
の
経

営
が
ど
の
程
度
の
と
こ
ろ
に
あ
る
か

知
っ
て
い
た
だ
く
絶
好
の
ツ
ー
ル
に

な
る
で
し
ょ
う
し
、
経
営
支
援
で
も

新
た
な
提
案
が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

実
は
こ
れ
に
似
た
サ
ー
ビ
ス
を
以
前
、

限
定
的
に
行
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

担
当
が
代
わ
る
な
ど
し
て
継
続
で
き

な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
新
体
制
へ

の
移
行
を
機
に
、
ま
た
顧
問
先
数
の

増
加
と
業
種
ご
と
の
ニ
ー
ズ
が
多
様

化
し
て
い
る
時
代
に
あ
っ
て
、
あ
ら

た
め
て
始
め
て
み
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

―
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。
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武田秀和税理士事務所 所長
MJS税経システム研究所 客員研究員

相
続
税
に
ま
つ
わ
る
受
任
業
務
の
ポ
イ
ン
ト

か
ら
基
礎
控
除
が
4
割
カ
ッ
ト
と
な

り
ま
し
た
。
課
税
最
低
限
が
低
下
し

た
こ
と
か
ら
申
告
件
数
が
大
幅
に
増

加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
近

年
は
相
続
税
の
課
税
割
合
が
低
下
し

て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
の
で
す

が
、
課
税
件
数
は
こ
の
20
年
ほ
ど
さ

1
．
相
続
税
の
傾
向

近
年
、
相
続
税
の
課
税
割
合
の
低

下
が
強
く
言
わ
れ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
相
続
税
を
広
く
あ
ま
ね
く
負

担
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
こ
と
で
、

2
0
1
5
年
1
月
1
日
の
相
続
開
始

　

平
成
25
年
度
の
税
制
改
正
に
お
い
て
相
続
税
が
大
き
く
変
わ
り
、昨
年
1
月
1
日
以
後
の
相
続
に
対
す
る
基
礎
控
除
が
大
幅
に
引

き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。今
号
で
は
、こ
れ
か
ら
増
え
て
く
る
で
あ
ろ
う
相
続
案
件
の
相
談
へ
の
対
応
に
お
い
て
、そ
の
ス
テ
ッ
プ
や
注
意
す

べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
ま
す
。

し
た
る
変
化
が
な
く
、
5
万
件
前
後

で
推
移
し
て
い
ま
す
。
件
数
が
倍
増

す
る
と
い
っ
て
も
、
今
ま
で
の
課
税

対
象
者
の
件
数
に
変
化
が
な
け
れ
ば
、

増
加
す
る
ゾ
ー
ン
は
基
礎
控
除
が
4

割
カ
ッ
ト
と
な
っ
た
部
分
（
概
ね
総

遺
産
価
額
1
億
円
未
満
程
度
）
で
す
。

件
数
が
増
加
す
る
こ
と
は
と
り
も

な
お
さ
ず
、
相
続
税
を
扱
う
チ
ャ
ン

ス
が
増
加
す
る
こ
と
で
す
。
今
ま
で

相
続
税
に
な
じ
み
の
薄
か
っ
た
税
理

士
の
方
に
も
仕
事
が
回
っ
て
く
る
こ

と
が
多
く
あ
る
で
し
ょ
う
。
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
で
は
あ
り
ま
す
が
、
相

続
税
は
特
有
の
処
理
が
あ
り
不
慣
れ

な
た
め
誤
る
こ
と
が
多
く
、
金
額
が

大
き
く
な
る
た
め
誤
っ
た
場
合
の
衝

撃
も
大
き
く
な
り
ま
す
。
せ
っ
か
く

の
チ
ャ
ン
ス
を
ロ
ス
し
な
い
た
め
に
、

い
く
つ
か
の
ヒ
ン
ト
を
解
説
し
ま
す
。

2
．
申
告
ま
で
の
流
れ

相
続
税
の
申
告
依
頼
を
受
け
て
、

納
税
の
完
遂
ま
で
に
は
越
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
大
き
な
山
が
あ
り
ま
す

（
図
1
）。

①
最
も
重
要
な
の
は
相
続
人
の
確
定

で
す
。
こ
れ
は
民
法
上
の
問
題
で

す
が
、
相
続
人
を
誤
る
と
遺
産
分

割
そ
の
も
の
が
無
効
と
な
り
ま
す

し
、
ト
ラ
ブ
ル
の
元
で
す
。

②
相
続
財
産
を
確
定
し
ま
す
。
相
続

財
産
は
相
続
開
始
時
に
被
相
続
人

が
所
有
し
て
い
た
財
産
一
切
の
こ

と
を
い
い
ま
す
が
、
家
族
名
義
や

無
記
名
財
産
が
あ
り
ま
す
。

③
次
に
相
続
財
産
の
評
価
作
業
を
行

い
ま
す
。
遺
産
分
割
の
資
と
す
る

た
め
に
は
時
価
評
価
の
知
識
が
必

要
で
す
し
、
申
告
書
作
成
の
た
め

に
は
財
産
評
価
基
本
通
達
（
以
後

「
評
価
通
達
」）
の
知
識
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
相
続
財
産
は
原
則
と

し
て
現
金
を
除
く
す
べ
て
の
財
産

を
評
価
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
相
続
税
の
申
告
依
頼
を
受
け

て
、
ち
ょ
っ
と
腰
が
引
け
る
の
は

こ
の
財
産
評
価
が
苦
手
と
い
う
の

が
原
因
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

④
相
続
人
が
複
数
い
る
場
合
は
相
続

人
全
員
の
合
意
で
相
続
財
産
を
分

配
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一

般
的
に
は
遺
産
分
割
協
議
に
よ
る

1975年、東京国税局に採用。以
後、資料調査課、浅草、四谷など
各税務署の資産課税部門に勤務。
2008年に退官し、武田秀和税
理士事務所を設立。同年にMJS
税経システム研究所客員研究員
となる。主な著書に『土地評価
実務ガイド』（㈱税務経理協会）、

『税理士のための「相続税の小口
案件」対応マニュアル』（税務研
究会出版局）など

図1　相続および相続税の流れ

武
た け だ

田 秀
ひでかず

和  氏

①相続人の確定

民法上の
手続き

税務上の
手続き

②財産の確定
（家族名義、無記名等実質的に被相続人に

帰属する財産の確定）

③財産の評価
（時価評価・財産評価基本通達に基づく評価）

④財産の分配
（遺産分割協議・遺言に基づく分配）

⑤申告と納税

修正申告 更正の請求 調査
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と
な
り
ま
す
が
、
①
以
降
の
各
段

階
で
も
税
理
士
の
ア
ド
バ
イ
ス
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

相
続
税
課
税
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
た
め

に
は
、
民
法
知
識
や
財
産
評
価
知
識

が
必
須
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
相

続
は
偶
発
的
単
発
的
現
象
で
す
が
、

そ
こ
に
は
民
法
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま

な
法
律
が
絡
ん
で
お
り
、
紛
争
の
多

い
分
野
で
も
あ
り
ま
す
。
弁
護
士
等

専
門
分
野
の
職
域
を
侵
害
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
配
意
す
る
こ
と
は
当
然

で
す
。

分
割
を
行
い
ま
す
が
、
遺
言
に
基

づ
く
分
配
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

遺
言
書
が
あ
る
が
相
続
人
全
員
で

遺
産
分
割
協
議
を
す
る
と
い
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
分
割
が
決

ま
っ
た
と
こ
ろ
で
相
続
手
続
き
が

ひ
と
段
落
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

⑤
①
か
ら
④
ま
で
は
民
法
の
分
野
で

あ
り
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
相
続
に
お

い
て
、
こ
の
手
順
で
財
産
が
分
配

さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
財
産
価
額

が
相
続
税
の
基
礎
控
除
額
を
超
え

る
場
合
は
、
相
続
税
の
申
告
と
納

税
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
こ
か
ら
税
理
士
の
出
番

3
．
相
続
税
の
受
任
の
ポ
イ
ン
ト

（
1
）
財
産
情
報
収
集

関
与
先
の
社
長
が
亡
く
な
っ
た
場

合
は
、
家
族
構
成
や
財
産
情
報
は
わ

か
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
飛
び

込
み
の
依
頼
は
ゼ
ロ
か
ら
情
報
収
集

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
ず

は
被
相
続
人
お
よ
び
相
続
人
等
家
族

の
情
報
を
入
手
し
ま
す
。
最
初
は
税

金
の
こ
と
よ
り
相
続
に
つ
い
て
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
求
め
て
相
談
に
来
る
こ

と
も
多
く
あ
り
ま
す
。
財
産
内
容
か

ら
相
続
税
の
対
象
と
な
り
そ
う
な
場

合
は
、
相
続
税
の
概
要
を
説
明
し
ま

す
（
図
2
）。

相
続
税
の
対
象
と
な
る
場
合
、
一

度
は
自
宅
に
う
か
が
っ
て
生
前
の
生

活
環
境
を
確
認
す
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

（
2
）
委
任
契
約

相
続
税
の
納
税
義
務
者
は
、
財
産

を
取
得
し
た
者
で
す
。
相
続
人
が
複

数
い
る
場
合
が
多
く
あ
り
、
相
続
税

申
告
書
は
連
署
で
き
る
こ
と
か
ら
一

通
の
申
告
書
で
相
続
人
全
員
が
申
告

で
き
ま
す
。
し
か
し
、
相
続
人
の
一

人
か
ら
依
頼
を
受
け
た
と
し
て
も
他

の
相
続
人
も
同
一
税
理
士
に
依
頼
す

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
相
続
人
各
人

が
個
別
に
申
告
す
る
こ
と
も
一
向
に

か
ま
い
ま
せ
ん
。
法
人
税
等
と
異
な

り
、
相
続
税
は
単
発
の
取
引
で
す
。

委
任
と
受
任
を
明
確
に
す
る
た
め
契

約
書
を
取
り
交
わ
し
ま
す
。
税
務
代

理
権
限
証
書
に
つ
い
て
も
同
様
で
す
。

4
．
財
産
評
価
の
ポ
イ
ン
ト

（
1
）
財
産
評
価
の
重
要
性

財
産
評
価
は
相
続
税
独
自
の
手
順

で
す
。
相
続
税
の
計
算
の
た
め
に
は

相
続
開
始
日
現
在
の
相
続
財
産
の
価

額
を
確
定
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

現
金
以
外
の
財
産
一
切
を
わ
ず
か
数

カ
月
で
査
定
す
る
の
は
現
実
的
に
は

難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
そ
こ
で
統
一

水
準
で
財
産
の
評
価
が
で
き
る
よ
う

に
評
価
通
達
が
あ
り
、
基
本
的
に
相

続
財
産
は
こ
の
評
価
通
達
に
基
づ
い

て
行
い
ま
す
。
評
価
通
達
の
知
識
な

く
し
て
相
続
税
の
申
告
は
で
き
ま
せ
ん
。

（
2
）
土
地
評
価

重
要
な
財
産
で
あ
る
土
地
の
評
価

は
最
も
気
を
配
る
部
分
で
す
。
土
地

は
そ
の
あ
り
様
が
千
差
万
別
で
、
評

価
が
大
変
難
し
い
形
状
と
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
も
多
く
あ
り
ま
す
。

土
地
評
価
で
配
意
す
る
点
は
、
路

線
価
図
ま
た
は
評
価
倍
率
表
で
評
価

対
象
地
域
の
確
認
、
実
測
の
有
無
お

よ
び
現
地
確
認
で
す
。
特
に
現
地
の

確
認
は
大
事
で
、
実
際
に
当
た
っ
て

み
る
と
そ
の
土
地
の
部
分
だ
け
非
常

に
高
低
差
が
あ
る
、
裏
面
に
路
線
価

が
付
さ
れ
て
い
る
、
貸
家
建
付
地
と

し
て
評
価
す
る
予
定
の
土
地
の
上
に

家
屋
が
な
い

―
な
ど
の
評
価
額
に

影
響
が
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
入

り
ま
す
。

土
地
の
面
積
は
そ
の
価
額
に
大
き

く
影
響
し
ま
す
。
地
積
は
実
際
の
面

積
に
よ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

実
測
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け

で
は
な
く
一
般
的
に
は
登
記
面
積
に

よ
り
ま
す
。
し
か
し
、
生
前
に
実
測

し
て
い
る
場
合
や
相
続
開
始
後
に
譲

渡
等
す
る
た
め
に
実
測
を
し
て
い
る

場
合
は
実
測
面
積
に
よ
り
ま
す
。
縄

伸
び
※
が
見
込
ま
れ
る
地
域
は
実
測

す
る
こ
と
も
一
法
で
す
。

土
地
は
路
線
価
に
面
積
を
乗
じ
る

だ
け
で
簡
単
に
評
価
額
を
算
出
で
き

ま
す
が
、
評
価
通
達
に
は
奥
行
き
価

格
補
正
や
広
大
地
補
正
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
補
正
が
あ
り
、
適
切
に
適
用

す
れ
ば
相
続
税
の
負
担
を
軽
減
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
3
）
土
地
以
外
の
財
産
の
評
価

土
地
以
外
の
財
産
も
す
べ
て
評
価

し
ま
す
。
自
用
家
屋
は
固
定
資
産
税

図2　相続財産の例

主な財産区分 財産の例示

土地および土地の上
に存する権利

宅地、借地権、転借権、農地、耕
作権、山林、原野、雑種地

家屋、構築物等 家屋、家屋の附属設備、庭園設備、
借家権、門、塀

果樹等 果樹、立竹木、森林の樹木

一般動産等 家庭用動産、書画骨とう品、車両、
船舶、牛馬

無体財産権 営業権、著作権、特許権、鉱業権、
漁業権

有価証券等 上場株式、非上場株式、公社債、
投資信託、出資金、信託受益権

その他金銭的価値の
ある財産

預貯金、貸付金債権、未収果実、
ゴルフ会員権、生命保険に関する
権利

※土地の実測面積が土地登記簿に記載されたものより広いこと 
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な
り
ま
し
た
。
遺
言
に
よ
り
相
続
人

以
外
の
受
遺
者
が
い
る
場
合
、
受
遺

者
に
対
し
て
も
相
続
税
の
申
告
と
納

税
が
必
要
と
な
る
こ
と
を
伝
え
ま
す
。

（
2
）
財
産
の
留
意
点

○
土
地
等
不
動
産

相
続
人
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

に
、
登
記
事
項
や
公
図
と
い
っ
た
情

報
の
確
認
は
民
事
法
務
協
会
の
登
記

情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
ま
す
。

○
預
貯
金
等
金
融
資
産

預
貯
金
等
金
融
資
産
は
相
続
開
始

日
現
在
の
残
高
証
明
書
が
必
須
と
な

り
ま
す
が
、
し
か
し
金
融
資
産
情
報

は
残
高
証
明
書
の
確
認
だ
け
で
は
不

十
分
で
す
。
金
融
資
産
は
被
相
続
人

が
生
存
中
に
積
極
的
に
運
用
し
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
使
用
済
普
通
預
金

通
帳
や
定
期
預
金
解
約
済
通
帳
等
を

確
認
し
ま
す
。
特
に
普
通
預
金
等
か

ら
の
相
続
開
始
直
前
の
出
金
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
相
続
開
始
日
当
日

に
現
金
と
し
て
残
っ
て
い
る
と
推
測

さ
れ
る
も
の
は
相
続
財
産
で
す
。
ま

た
、
株
式
売
買
の
頻
度
が
高
い
よ
う

で
あ
れ
ば
、
取
引
明
細
を
依
頼
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
名
義
財
産

被
相
続
人
名
義
よ
り
配
偶
者
や
家

族
名
義
で
多
額
の
金
融
資
産
を
所
有

評
価
額
に
よ
り
ま
す
が
、
貸
家
で
あ

れ
ば
固
定
資
産
税
評
価
額
の
70
％
で

評
価
し
ま
す
。
貸
家
の
敷
地
の
評
価

は
貸
家
建
付
地
と
な
り
、
家
屋
の
利

用
状
況
は
即
土
地
の
評
価
に
影
響
が

あ
り
ま
す
。
書
画
骨
と
う
等
が
あ
れ

ば
そ
の
評
価
を
し
ま
す
が
、
さ
ま
ざ

ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
を
適
切
に
評

価
す
る
に
は
美
術
商
な
ど
の
精
通
者

に
依
頼
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
家
財
の
評
価
も
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
と
こ
ろ
で
す
。
家
財
の
額
を
見

積
も
る
に
は
自
宅
の
様
子
を
知
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
般
的
な
財

産
で
あ
る
定
期
性
の
預
貯
金
等
に
つ

い
て
も
、
相
続
開
始
日
現
在
の
未
収

利
息
か
ら
源
泉
税
額
を
控
除
し
て
評

価
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
財
産
一
つ

ひ
と
つ
を
綿
密
に
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

5
．
申
告
書
作
成
の
ポ
イ
ン
ト

（
1
）
申
告
す
る
相
続
人
の
確
認

複
数
の
相
続
人
が
い
る
場
合
、
相

続
税
の
申
告
書
は
連
名
で
記
載
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
相
続

人
の
中
に
は
自
分
で
申
告
書
を
作
成

す
る
人
や
他
の
税
理
士
に
依
頼
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
委
任
を
受
け
た

相
続
人
の
み
署
名
押
印
を
し
ま
す
。

近
年
は
遺
言
書
を
残
す
人
が
多
く

し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
い
わ

ゆ
る
名
義
財
産
で
す
。
名
義
に
か
か

わ
ら
ず
実
質
的
に
被
相
続
人
が
所
有

す
る
財
産
は
相
続
財
産
で
す
。
名
義

財
産
の
典
型
的
な
も
の
に
名
義
預
金

や
名
義
株
が
あ
り
ま
す
。
預
金
を
家

族
名
義
に
変
え
て
お
け
ば
相
続
税
が

か
か
ら
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
考
え
で

名
義
変
更
を
す
る
よ
う
で
す
が
、
名

義
財
産
は
税
務
調
査
の
重
要
な
タ
ー

ゲ
ッ
ト
で
す
。
被
相
続
人
の
金
融
資

産
情
報
と
同
時
に
家
族
名
義
の
財
産

に
つ
い
て
も
必
ず
確
認
し
ま
す
。

○
金
等
現
物
財
産
そ
の
他

金
や
現
金
等
現
物
で
保
管
で
き
る

財
産
は
、
相
続
人
に
あ
え
て
確
認
し

な
い
と
提
示
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

近
年
は
海
外
財
産
の
申
告
漏
れ
が
多

く
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
金
現
物
だ

か
ら
海
外
財
産
だ
か
ら
と
い
う
こ
と

で
申
告
し
な
い
例
が
多
く
あ
り
ま
す

が
、
課
税
庁
は
こ
れ
ら
の
情
報
収
集

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

（
3
）
相
続
税
額
の
2
割
加
算
の

チ
ェ
ッ
ク
（
次
項
図
3
）

相
続
税
独
特
の
税
額
加
算
で
す
。

配
偶
者
お
よ
び
一
親
等
の
血
族
以
外

の
相
続
人
や
受
遺
者
は
算
出
さ
れ
た

相
続
税
額
の
2
割
を
加
算
し
た
税
額

を
納
付
し
ま
す
。
兄
弟
姉
妹
や
孫
養

子
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。
こ
の
加
算

は
結
構
失
念
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
算

出
さ
れ
た
税
額
の
2
割
の
加
算
漏
れ

で
す
の
で
、
失
念
し
た
場
合
の
影
響

は
大
き
い
で
す
。
申
告
書
作
成
ソ
フ

ト
は
相
続
人
の
区
分
を
自
動
的
に
判

別
し
ま
せ
ん
の
で
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

（
4
）
養
子
の
数
の
制
限

民
法
上
、
養
子
は
何
人
い
て
も
構

い
ま
せ
ん
が
、
相
続
税
の
計
算
を
す

る
場
合
、
法
定
相
続
人
と
し
て
カ
ウ

ン
ト
で
き
る
養
子
の
数
が
制
限
さ
れ

て
い
ま
す
。
次
の
点
に
留
意
し
て
く

だ
さ
い
。

①
法
定
相
続
人
が
い
る
場
合
と
い
な

い
場
合
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

法
定
相
続
人
が
い
る
場
合

↓
1
人
ま
で

法
定
相
続
人
が
い
な
い
場
合

↓
2
人
ま
で

②
複
数
の
養
子
が
い
る
場
合
、
ど
の

養
子
が
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
か
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
、
単
に
人
数
の

問
題
で
す
。

③
養
子
の
数
の
制
限
は
相
続
税
額
の

計
算
だ
け
で
す
の
で
、
養
子
と
し

て
の
地
位
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
相

続
人
で
あ
る
養
子
を
除
い
た
遺
産

分
割
協
議
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

（
5
）
小
規
模
宅
地
等
の
適
用

所
有
す
る
土
地
が
被
相
続
人
の
居

住
用
ま
た
は
事
業
用
で
あ
る
場
合
な

ど
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
場
合
、

小
規
模
宅
地
等
の
特
例
の
適
用
が
で

き
ま
す
。
小
規
模
宅
地
等
の
特
例
は
、

要
件
に
該
当
す
る
場
合
積
極
的
に
適

用
し
ま
す
。
土
地
等
の
価
額
の
8
割

ま
た
は
5
割
（
貸
付
事
業
用
の
場
合
）

が
減
額
と
な
り
ま
す
の
で
税
額
に
大

き
な
影
響
が
あ
り
ま
す
。

6
．
申
告
書
完
成
か
ら

納
税
ま
で
の
ポ
イ
ン
ト

（
1
）
相
続
財
産
お
よ
び
債
務
の

最
終
確
認

相
続
税
申
告
書
が
完
成
し
た
ら
、

最
終
的
な
チ
ェ
ッ
ク
を
確
実
に
行
い

ま
す
。
作
成
担
当
者
が
見
直
す
こ
と

は
当
然
で
す
が
、
必
ず
複
数
の
目
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
担
当
者
は
自

分
が
作
成
し
た
申
告
書
は
原
則
と
し

て
正
し
い
と
い
う
思
い
込
み
が
あ
り

ま
す
。
第
三
者
の
目
で
更
の
状
態
か

ら
見
直
し
ま
す
。
多
く
あ
る
誤
り
は

次
の
点
で
す
。

○
誤
字
脱
字
と
い
っ
た
基
本
的
な
誤

り
が
あ
り
ま
す
。
特
に
関
係
者
の
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る
財
産
の
漏
れ
が
な
い
か
を
チ
ェ

ッ
ク
し
ま
す
。
ま
た
、
宅
地
は
1

画
地
の
宅
地
ご
と
に
評
価
し
ま
す

が
、
遺
産
分
割
協
議
書
は
一
筆
の

土
地
ご
と
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
2
つ
を
見
比
べ
て
整
合
性
や

申
告
漏
れ
等
を
再
確
認
し
ま
す
。

（
2
）
納
税
資
金
の
手
当
て

相
続
税
額
は
高
額
に
な
る
こ
と
が

氏
名
等
の
誤
り
は
信
頼
を
損
な
い

ま
す
。
漢
字
表
記
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。

戸
籍
謄
本
ど
お
り
の
氏
名
で
あ
る

こ
と
を
も
う
一
度
確
認
し
ま
す
。

○
相
続
財
産
の
記
載
漏
れ
も
あ
り
ま

す
。
遺
産
分
割
協
議
書
お
よ
び
遺

言
書
を
も
う
一
度
見
直
し
、
遺
産

分
割
協
議
書
等
に
記
載
さ
れ
て
い

多
く
、
申
告
期
限
ま
で
に
資
金
の
手

当
て
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

特
に
相
続
財
産
の
大
半
が
土
地
や
非

上
場
株
式
等
の
場
合
は
早
期
に
相
続

税
額
の
概
算
を
提
示
し
て
、
納
税
資

金
を
工
面
す
る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
し

ま
す
。
ま
た
、
土
地
や
非
上
場
株
式

の
よ
う
に
分
割
が
難
し
い
財
産
が
大

半
の
場
合
、
共
同
相
続
人
に
対
す
る

分
配
財
産
が
不
足
し
、
代
償
分
割
と

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合

も
代
償
金
の
手
当
て
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

納
税
資
金
の
た
め
に
土
地
を
譲
渡

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
譲
渡
代
金

を
相
続
税
や
代
償
金
の
支
払
い
に
充

て
て
終
わ
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
翌

年
に
譲
渡
所
得
に
対
応
す
る
所
得
税

の
負
担
が
あ
る
こ
と
を
必
ず
伝
え
ま

す
。

（
3
）
納
税
の
確
認

相
続
税
は
申
告
と
同
時
に
納
付
す

る
よ
う
に
伝
え
、
納
税
し
た
こ
と
を

確
認
し
ま
す
。
ま
た
、
代
償
分
割
の

場
合
、
後
日
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た

め
に
代
償
金
の
授
受
に
つ
い
て
も
確

認
し
て
お
き
ま
す
。

（
4
）
申
告
書
の
提
出

提
出
し
た
申
告
書
の
控
え
は
必
ず

依
頼
を
受
け
た
相
続
人
分
の
写
し
を

作
成
し
、
交
付
し
ま
す
。
相
続
税
申

告
書
は
相
続
人
全
員
が
連
名
で
作
成

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

相
続
税
の
納
税
義
務
者
は
各
相
続
人

で
あ
る
こ
と
に
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
書
の
控
え
が
な
い
場
合
、
後
日

相
続
財
産
を
譲
渡
し
た
と
き
に
譲
渡

所
得
の
計
算
上
取
得
費
と
し
て
加
算

さ
れ
る
相
続
税
額
の
計
算
が
で
き
な

い
と
い
っ
た
不
都
合
が
出
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
相
続
財
産
に
関
す
る
添

付
書
類
が
多
い
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、

少
な
く
と
も
申
告
書
の
写
し
は
渡
し

ま
す
。

（
5
）
未
分
割
の
場
合

相
続
税
の
申
告
期
限
ま
で
に
遺
産

分
割
協
議
が
確
定
し
な
い
場
合
、
配

偶
者
の
税
額
軽
減
や
小
規
模
宅
地
等

の
特
例
等
が
適
用
で
き
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
申
告
期
限
後
3
年
以
内
に
遺

産
分
割
協
議
が
成
立
す
れ
ば
特
例
の

適
用
が
受
け
ら
れ
、
更
正
の
請
求
が

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
未
分
割

で
申
告
す
る
場
合
、
相
続
財
産
を
法

定
相
続
分
で
取
得
し
た
と
し
て
計
算

し
ま
す
が
、
特
例
等
の
適
用
が
で
き

な
い
た
め
、
申
告
期
限
内
の
納
税
額

の
負
担
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

分
割
が
確
定
し
た
と
き
に
特
例
の

適
用
を
受
け
る
た
め
に
「
申
告
期
限

後
3
年
以
内
の
分
割
見
込
書
」
を
当

初
の
申
告
書
に
添
付
し
て
提
出
し
ま

す
。

7
．
最
後
に

相
続
税
の
申
告
書
は
依
頼
者
か
ら

メ
ー
ル
で
送
ら
れ
て
き
た
財
産
情
報

だ
け
を
基
に
、
申
告
書
作
成
ソ
フ
ト

を
駆
使
さ
せ
て
短
時
間
で
完
成
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
相
続

税
は
財
産
の
所
有
者
が
被
相
続
人
で
、

そ
の
財
産
を
相
続
し
て
税
金
を
支
払

う
の
は
相
続
人
で
あ
り
少
々
特
殊
で

す
。
被
相
続
人
の
意
向
と
相
続
人
の

思
惑
が
必
ず
し
も
一
致
す
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
。
被
相
続
人
や
そ
の
財
産

に
対
す
る
長
年
の
感
情
が
、
相
続
を

機
会
に
噴
き
出
す
こ
と
が
よ
く
あ
り

ま
す
。
相
続
税
申
告
書
を
完
成
し
納

税
ま
で
見
届
け
る
ま
で
に
は
、
最
初

に
書
い
た
通
り
大
き
な
山
が
い
く
つ

も
あ
り
、
各
場
面
で
ア
ド
バ
イ
ス
を

求
め
ら
れ
ま
す
。
単
に
税
金
が
安
く

な
る
か
ら
、
遺
産
分
割
の
効
率
が
い

い
か
ら
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
相

続
人
一
人
ひ
と
り
の
意
向
を
十
分
に

聞
き
取
っ
て
相
続
人
の
全
員
が
納
得

で
き
る
遺
産
分
割
を
し
、
申
告
と
納

税
ま
で
も
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
で

す
。

図3　相続税の２割加算対象

父
1親等

被相続人

母
1親等

孫B
2親等 孫B受遺者

 【加算あり】

 【加算あり】

2割加算の対象とならない範囲

（養子縁組）

 【孫養子：加算あり】

甥・姪
代襲相続

孫A
2親等

代襲相続

配偶者

子
1親等

子：死亡
1親等

兄弟姉妹
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表紙の写真

「地区内のさ さ や か な 絶景 ! 
3 カ所の紹介です」

　六角堂は明治38年、近代日本美術の発
展に大きな功績を残した岡倉天心が自ら設
計したもので、杜甫の草堂、仏堂、茶室を
兼ね備え、朱塗りの外壁と屋根に宝珠を装
った六角形の建物です。東日本大震災が
もたらした津波により一時は基部を除き全て
流失していましたが、創建当時の姿に再建し、
平成24年4月28日から一般公開が再開さ
れました。緑の松林を背後に、前には太平
洋の白波が砕け散るその雄大な姿は、訪れ
る人々に感動をもたらします。

五浦六角堂
（茨城県北茨城市）

場
所
を
見
つ
け
ま
し
た
。
そ
れ

も
自
動
車
の
窓
か
ら
。
県
道
61

号
（
真
岡

－

那
須
烏
山
線
）
の

五
行
川
に
か
か
る
御
橋
と
国
道

2
9
4
号
の
接
続
点
と
の
中
間

あ
た
り
で
す
。
車
で
真
岡
市
街
に

入
っ
て
い
く
と
右
手
に
0
・
5
秒

ほ
ど
で
す
が
拝
観
で
き
ま
す
。

関
東
平
野
北
部
の

代
表
的
な
山
は
筑
波

山
で
、
真
岡
地
区
で

は
全
域
か
ら
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ

の
左
手
に
ま
た
同
じ

よ
う
な
形
の
山
が
見

え
ま
す
。
ど
ち
ら
が

筑
波
山
で
し
ょ
う
か

（
写
真
）。
見
慣
れ
て
い
る
は
ず
の

私
も
迷
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
筑

波
山
の
北
10
㎞
の
と
こ
ろ
に
あ
る

の
は
加
波
山
で
す
。

真
岡
鐵
道
に
は
S
L
が
走
っ

て
い
ま
す
。
4
月
の
上
旬
に
桜
と

菜
の
花
が
満
開
に
な
り
ま
す
と
、

北
真
岡
駅
東
側
は
カ
メ
ラ
マ
ン
で

大
変
混
雑
し
、
S
L
が
通
過
し

ま
す
と
気
が
抜
け
る
ほ
ど
の
静
け

さ
に
戻
り
ま
す
。
私
は
別
な
と
こ

ろ
で
静
か
に
撮
っ
て
い
ま
す
（
写

真
タ
イ
ト
ル
は
月
並
み
で
す
が

「
芳
賀
富
士
と
S
L
」）。
奥
は
茂

木
町
の
芳
賀
富
士
（
2
7
2
m
）、

鉄
橋
は
益
子
・
北
山
駅
間
の
小
貝

川
で
す
。

趣
味
は
主
に
風
景
写
真
の
撮
影

で
す
。
そ
こ
で
真も
お
か岡
支
部
内
の
私

的
ベ
ス
ト
ビ
ュ
ー
（
?
）
の
う
ち

厳
選
3
カ
所
を
ご
紹
介
い
た
し
ま

す
。真

岡
鐵
道
真
岡
駅
の
北
東
2
㎞

に
、
大お
お
さ
き前

神
社
が
あ
り
ま
す
。
何

と
い
っ
て
も
日
本
一
を
誇
る
高
さ

の
恵
比
寿
様
が
特
徴
的
で
す
。
平

成
元
年
12
月
に
鎮
座
さ
れ
ま
し

て
、
消
費
税
法
の
施
行
が
同
年
4

月
で
す
の
で
、
恵
比
寿
様
と
消
費

税
は
同
い
年
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
の
恵
比
寿
様
、
高
さ

20
m
あ
り
ま
す
の
で
見
上
げ
る

こ
と
に
な
り
、
正
面
か
ら
拝
観
は

で
き
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
ほ
ぼ

正
面
か
ら
拝
観
（
写
真
）
で
き
る

日本一の高さを誇る恵比寿様

どちらが筑波山かお分かりになりますか?

桜をバックに走る真岡鐵道のSL

栃木県真岡市 　　小林 寛
関東信越ミロク会計人会
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